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巻頭言

養殖部長子北山易美

 4月・鹿1虎島に天皇、皇后繭陛下が8泊4目の働国程でζ
 巡行さ牝走あ夫皇陵下柱.これま七大正g年3月、昭和星年8

.羊

 貞、昭隷一6年エユ月、昭.和工O隼工O月、昭榊4年6員御

 来摩担なり今回で6回・弓である・
 皇居陛下は大正ユ2一年5児良子女ヨ…時代に船い螢紀年りご

 成鰯後は靭。曲匁{86雫ぶり②ご来虜熾猪肩、帯揚姦后駿下一

 は薩摩藩ま島津象と禦血即闇がらそ舳.・いわば平パ
 お皐撮σ牛いうことで、I宅◎.0万県民は一しお感激延みらて
 ギ奉送迎1申上げたg
 ㌣今疾の御巡.幸は熱ρ行事と岩=1払ていみ聴澱祭繧奴刈入1され、
 I一鹿児島でも同じく4月■星目一緑化大会が纏垂紬て商陛下掬自

 ら=松を播二種された。植樹一祭箪毎年雪内のどごが・ぞ行法化る国
 土緑化の大行事である.木は普通25年～軽O年二で用材の人

 ききに成長するという。

 .今度の植樹察に植えた木も邑0年後健癌遼掘肢麹築材.と杜ゆ
 一文ζ⑳行事が繰返されることによって国土は年々緑と化して

 ゆくだろ.う。

 氷塑部門にも植樹禦のよう恋婆源を増やす行事が県室艦で

 でも実施されては.どうだろうか。
 今や国⑬施設にも浅海の増殖とか沿薄資源の踏養と加護竈の

 必要燈渕寓まって棄ている。窮治以来カツ‡^マグ團一点腿

 であった本県の一棟産.行政面紅も増殖係が設握き牝増殖と名⑫

 りい潅予糞が畠占されるよう虹なったが獲る面の予算からみ
 ると増やす螂のウエイ.ト紘貧弱で不足とはいえないけれども1

 増殖という面が台頭して来兜む;二は喜ばしい。

 一チ婁沈ともかくとして今次の隷化大会⑪よう庭県内ユ00

 余の漁露全景が総描動して璃姦.鮭が築穣胞子薄村簿講藻類瑠

 一一ユー



 殖事案を雫†行事的螂亨定声㌃平作藁.叶=残らどう
 だろう札劔も・潅⑳鯛二鮒恭幻郎掲軸旦叶…
 名が工目↓人5鵜鮒1矛柳や5万坪繍酬喀躰
 しかも金をかけずし哨乗るζと帥る。寧雛紬1斧銚奉
 がな竹れば増殖はしないと..いう漁脇が多いよ.う.で毎芦1淡、.・.・む

 しろそIφ土うな鯛師蹄蛾か醜辛借で鮒雌牛
 だ今季.一・.こ・のようにして5,6年続け泡.ξ全滑鼻ζとごとく
 春婦醸類化するのではなレ・かと思は払る。.か叶で部民地㍗辱=
 磯:繊通関'と伽うの春あgた1'沿蝉揮枯即ゼ今何馳
 緑化達碑と即よう硝即琴椹蝉とレ'うζと的以・機
 輝論でもあるまり。

 「増やしつム漁ろ1・う1むや窄レ、か海,の。幸」

 一・劣}



 水質汚濁予備調査、.(醐・一岬鵡・回)

 よ底蓑鵜塞雫・.∴一{
 五)底錘'塗物・

 。調奪期間昭租38年工刀工5ロユ4目

 。。調査蕩所別区の通⑦

 ら調査方法前回同様

 。調査結果

 各調査、点に掬ける採集生物は別表のと鴉りである・

 生物組成を,百分率で示す.と楽に個体翠を絆せ表示することと
 レニた。

 「Stユ」

 前回(エェ月)値調査不能。今宮腹砥現種7種で「ごかや」
 が半1数を占めrあおさ」I'、ゆむし」rほととぎす」rなみの

 ζ鮒?」「お.三州Jの外「いばら⑳り」も琴集.されれ
 9月の劃,査疋心・砥辣逮ム愚で量1も極めて少加った。

 rst・・剛

 鯛鰯壷不軌今回ポあ歯さ」坪最も多千・一舳付率
 と』きず」rもみじ那い」1一いばらのり」r姑ごめり・」が僅

 かに採集され牟。、
 9月の調査では7程出現し「糧と・ど一きず」が・80%を占め1:

 レ、た。

 rst3」

 前回は調養不能ξ今田狼螢踊騒5種で「あおさ」余最も多く一
 「あさり」「ばせ」の外「姓ととぎ寸」「うみにな」がI採集き

 1さ一れい月の調査で郷程9種で・㌣ととぎず」が叶
 穣として9脅%を占めていた。1^

 「S・t5」

・・3.・



 ・油現馳種でr㍗い」r㍗べに幸す蛙灌介」[えい破
 損.のため種不窮)」の搬一ポあ率さ」ラもや辛搬さ.昨一工
 月'、紅「ごかい」とr名か・レ葵・もえぴ雫:」め饗穣の与。・
 τSt7」

 掲規程類数は前回と圃様であるが、前回の擾占麓rごかい」

 ・・年対して“今国・倣「あ蜷さ」に.交替して抵り。次いで「かに
 もり帥・」r納のり」が多・く・一・「子かい」「かごめ一秒」
 r有節石灰藻?」rいばらφり」も採集された。

 「St9・」

 ・蝸糧エ・・種で湘よあ多く.r納さ1プ弾・占穣と紬乍レ・・
 る外はrごかい」「うすべに.ます蛤療芥」が多く採集され走。

 『♀tユリ・・.・!'
 .=鯛.はrごかい」.rえ畔一(暫瞬」rた・鮒⑳一準上オ寸弗.

 ㌘㍗㍗㍗;∴あお一千」弧懲1か㍗肱、
 紅rStユ睾」・'
 閥職種.甲種で星も.曇岬たが・.今回もrう純.牟→.
 「紅藻」.の2種だけで蟹も少1かりた6・..…一

 rきt一工り

 閉電種は3種で、前回より少く(前回8種)優占麓としては

 「う寸ぺにますお穫介」がふげられ「えび」ごかい」が採集
された.

 一「St工6」

 蝸即即卵より多く(師団5種)・rごかい」が5・%
 、鮎亭.ブ箏脚観」・の.ほかrかIに」r犯一r二枚貝」.等が採
 業苧れた・前回はrごかい」rちりはぎ?∫等脚類」であっ
 た』

^4・



 r・tエリー.''.'i・・三1・・一.一∴・.・.
 錯現種は9種で前面よりキム多く.なっているが(請膚㌣.糧)
 蟹西麓と云ラ纏め種類はな.く1イごか内1」rあ強さ」「等脚類」

 「わ舳ら」「稚魚」等が櫨か㍗採集さ～甲申戸;1竿
 種はrごかい」であった。・・、.・“1

 「Stユ9」

 静同姓rごかい」⑳み。今回は出頭種6種でrごかい1」'虫蟹

 蝉として現われ一rうすぺにますお稚介」の'ほかrしヤこ』
 rえびしやこ」rぺつこうきらら」rき舳た」カ・坪薬.抽
 た。

 rst2工」、
 茜窮種は5程で前回より少く(前回?譲)「ご恥,い」.不忠鞠..・
 さ」が多いが蟹占・蟹'としては現われていない。1

 その姓かrえびJ「うすべに一ます嘉稚分」r』き姥紡たj釦令I=
 や採集され杷.

 「St23」.

 鐵繊・ユ'竿鯛⑳!櫓榊て二納.「岬」㍗ギ
 多く、凌い育一rらの・柵・」rjゆむし」が多くr;{・ぜ」r泰.か

 えび?.」戸舳・具類が鱗きれ～剃面鮎糧亭「子か.㌧
 で竃つ乾。

 rlゴち島4一」'一

 1…き二藝兼出現種3種.てあつ妃が・寺固狼「ばせ」且層のみ。.輔回

 池「ごかレ、」・「あかし雲もえび?」「亀ぴ・」各]・尾。一'・一.

 r3t亀5一」

 講割引盲糠∴命鰯も「ζかい」のみセあった二

 「言t島6」

 山5-I



 綱町・鮒めぶんぷ一く上工馳哀亨あ?.牢が細継物
 採業さ乳ず。1砂泥、垂・存、二・貝殻は多三重担擦'攻$れ党。一

 rSt28」、
 前回値r一ごかい」のみ。・今風砿3麓類で「ごか'い・上が優占

 種となり、「ゆむし.」.「えび」が各工尾。

rSt30コ

 ・苧現舳6即前回と略等しし・(・師団ワ種)「ごか二い」.二
 rゆ台し・が一多1rえび{F岬」に校則1「巻弓」粂.
 螢がに採集された.

 rSt3,2」

 蘭固は「ごかい」のみで姦つだが、今回法出観蟹ユ?鐘類

 ・で最も多くrしφもく章;いマ」「ラすぺをます・掬鑑介」'干
 参くr次.㎞でrごかい」・「う.み呼㌣」「蜷㍗苧}.
 等が多い。

 号上㍗一うに今回も多くの煮で「ご卵」ヵ至鮎葎として.
 頂わ抽てt,ao∵綾に悼組多くみられてレ、るが、St工,

 ユマな苧⑳・率邸の・stで今「ごか一レ・」が船レてい芦・
 島濠新田地先で牢貝類の優艶が見られ節回あまりみられな

 かつセ海卿岬牢亭れセ・
 前述②よラに趨頭数の最も多かったのは轟宅3島のユワ穣

 セ岬が、Sい・のユ・糧が干れに次い子い糺.
 全般的年二みて{台氷川延長線から永浜寄りに多かった..前
 姻靱戸戦がつ走r坤からバ今回、・.‡。ユ㍑おい
 .て、工尾一採集,されたのみで亭Iる。

{I-6・
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調査点分布図

底棲生物優占種分布図



底棲生物出現
種類数分布図

主要底棲生物分布図



2. 汀生物
調査期間
葡査場所
葡直方:去
 。調査結果

 1ヨ旨赤口33年・.1二月..14・16千1;臼
 前回どま・一イフ

 別図のとお・り



[清水川川口右岸]



 [清水川国道橋上流50米〕

 [浜の市港入口右岸]



 [干拓護岸破壊個所〕

 [辺田小島北岸〕



 [舟溜り護岸]

 [浜の市港入口左左岸]



[辺田小島南岸]

[弁天島]



 隼人ヲ鋤紬搬鯛叩苧畔行合たので岬砂底泥
 分せき結果を報告する.・一..

 期目昭和"年工月45目、ユ4目
 調査縞かもめ丸、さざなみ

 調査員森山松男、九万田一己二上田鹿男
 資料殊芭き買上田忠男一

資料採取点

 帯ユ図に示す通り、合計52点より表層水、底層水丘ぴ底
 泥を採血した。

 採雫…㍗風蹄㌣㍗叩甲牛伺様下手る'
第1図

資料採取点

 資料分せき結果

 榊億締1.琴隼示し・亨分布坤ト1岐示÷・
 (末尾記載)・

 (ユ)P亘

 螂布図舳榊峨示油I・l1率一面・一五.lw・で異
 状を認められる点はなかりた。一底:信の思'互は溝簿隷は8一目で
 '表面と同様であるが沖肥向ってL漸・減してい'6。ζれは墨賞胸



 PH分布状態丘よるも.のど私ら外婚の調専一郎本深
 一一・午以下舳.き・・一I・㌧・・9郊沽.6岬呉上㈹
 Iであ帆Hめ分館辛冥一見た押∫1の舛鮒甑今甲の調
 一査結果で.は察舳率舳ざ・..・・.

 〈'2)水温一

 水温分卵岬・一図や・図叩す通り・工?5℃平均であ
 り勿論氷温秀布図から漏水⑳分1散状態は察知眠来な.い6

 (s)塩素章一

 塩素量分布図岬・甲・一軍蝸咋す雫.9';・表一甑潜氷州
 一一のφ響と考えられるSt工附遼がエゼ亭又、・天降川中形・
 響と考えられる即市港入ビ附遅の・t・・、…附涯が
 ユ・・セ穐・低塩繋雛示11し乍・帥・・がユμで

,
'

 底値を示したの柱如何な・る原楓による一か不用・ヤある。.一方

 卵は鋼線が低率素鐙一肪工85}.ユ今6・・て沖岬っ
 て㈱し油の㍗はユ・・解～坤酌な塩素量は・
 』1↓・・柵ユ・・.一戸ト;・I吠購・一マ∴・…米以
 操は斗98である。一塩素量.蜘も見た洞=氷⑳分.敵状態一一は'・一

 工・一・I一'血十幸一触.の蹄と拳えた場合言t・、・、・・附・
 …匠即ち溝口よ二り50q・}ア5あ米鰯近迄分散しているよう
である.

 ユ書

(4)溶存.酸素量

 苧亭酸素量の分榊鵬8図率.・図に示す通り一藩鮒潜.
 水川⑳粥と靴られる・}珊近が・・溶存し・叉大
 降〃9影響と老'え勾抑る浜亭市港冬PSt24附近が5δ・
 溶存して稿・多ざヒの両海昨り帆商って潮飢㍗
 牽・St4・5附近がa2文Stユ6騎逓が50溶存・
 レて少舳咋・鯛紬岸線が・・溶存して。奉・雇叩
 珊であ戸岬戸向って減少㌧て凧即ち秤的咋=撃1.=
 坤は0一工◎柵ポ.早上下ユ0刈0米岬～ム5

一工8一.



 ・4い60柵・生㍗傘∵・一戸・川.釆糾・㍉ラ
 ・溶存しS・も呂…り'のわれ・芦釆以批牟砕・倉・
 と少苧溶存して叱・清紬g紬蝕芦態'を夢碑鯛・

 からIみる幸一般一に河水は溶一律酸素量が多い一と思わ一へ川口附一
 遍が外躯5・.叫上を濁水の影琴と考吏牢場合脅㍗.寧
 鯛師q干り560米附平鮒水干秤ヒ乍咋よ咋あ一
 る・…一I'..・.・.∵・・.i・.・...

 (・、.λ..μ・nO冬漕費量
 "K巫nO。消雛の縮図明斗明電工ユ恥示す酬拳
 ・呼鯵外9影郷仰る㌣嘩確坤<今1二・で率一
 ?㍉.ご馳輝準平岬卵グ干沖・印g千漸嘩{争
 が・一t・"一・・工・・・・…宇の海面卵・㍗午
 多レ・ようであった。一方底一店杜平均して表層より惚小斑い狙

 全般純み千表碍と鯛様の分布陵向で.あつ名。∴師加水.
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 第12図KMnO4消費量(底泥)



第13図硫化物(底泥)

 第14図しゃく熱減量(底泥)



 第15図底泥分せき値の相関関係



 テイラビアむ李態.キ飼育について

 .;1.一.琴殖部',竹完武徳・

 Ti亙鞭i氏m◎SS醐bica.、と少レ気とつセ発曹寺ると、
 てき面娼、アラ・ビアソナイトの幻想の世界に引きずりこまれ

 るよう珪余韻を持つから捗である。

 白い夕一バy一と・コ!ラの蜷おどりを連想させる築国一的な
 語調.但しε1の名の本体は凡・そ変り映えのしない熱帯蜜淡

 氷魚である.・珍奇な熱帯魚鑑賞にうむことを知らぬ古代人も

 チョイー1見触もしな柚う雑募餓、紗率㍗狐一
 にの魚卵僚苧麹.々と奄美大≡馳々躰切駆g尾・(♀2

 愚♂3尾、平均体長忽、5セy・チ;)持参し車のが手作一年の6月
 9目で、何のζとはたい自動.斡肥そめ飼育牝穀認さ垂ら牝た
 のが筆書である。

 ・・I一応何タな魚であると云うことは知りて沌居た亭ののこ目

 一前に生き仙るものを見ると・さて伺うしたやのヵ1と尻込み
 したくなる反面芭あ何とでもなるわξ・盲、蜷紀年ちずセ笹
 誘†る仕飢なった脇.・'∴二、・、・・'・.'
 岬靴たことが・早く大幸・く退1身1姦夢電く生師の生態
 をこの目で観察し年レ・1二'とであった・

 珍斉の㍗岬ステ。・レス枠・紬1…払アク
 テ'ト÷ム(綴以2セ・チ雛・・て㌣チ邸μ・
 セyチ)・で底紀大磯を4～5セyチの厚さ干琴き諸一め、ミリ
 オブイラム、丸ボーyバ、サシタ11ヤ、ユ4本と一着凄欄暫一配置

 しウォータ・スプライ㌃ワ株を水面に浮かべた。水は漕光に
 より。温めた水道(曼・易℃)■.oガひyを使鳳した。とりあえ

 ず水草に徐良くないが一・%のメ・㍗ソか一を・刈挿一揮
 下して一先づ藩I卵{.
 水槽は、南傾苧Iの窓寄り値位置した筆者の机上に餐く'o
 さ一あ、こうかると、嫌が斑でも椅子構鞍防た・が最後、雫看

 の観野からこの水槽を除くご左楓出来ない。
・・■29・



 ま.れう{すご・バ亭見・たもゆのよ・ら一徹干と鰍の
 ようなこと.である。.亨

 鯛の都合もあり・呼鰍紬い干ことを要申仏
工水.湿.

 清水温に弱い。冬期、ナ,モスタツト㍗故障によg・水温

 ・℃に下腿魚3尾・警魚4離死し乍・.・
 1一.致死温た工。℃でi5℃、工4℃でも仮死状態になる。・.

 ・}・耳1C刈沌で静止し雫飢たい・ザ℃から坪泳し始一
 め摘I隼ブる干うで亭る・・ジ.・鎚牢と考え。られ争の1
 はバ℃_参・α帆,産卵麗始の水郎丁度・・帆脇
 岬燃え吠産卵♂際⑮氷砂'・㈹㌧舳℃帥鯛・
で.あつた.

 2練④え類∴lI一:一＼

 ・穣急時鮎ミジ㍗一ボウフラ・ブライ㍗ユリyプペニ
 いと巷みずを主に投与したが、良く摂餌する。水軍軌種

 類にもよるが,.生ソ.ジyパなど映無体が弓セ・ソ・チ以上に・
 セると殆んど・会・されてしきう.サジタヅアは食べないが、I

 幾ら植えても潜着の腰なく抜か九、・結局水画健浮か一ル・でニレ

 凄.う・、I一..・1,㍗、{.
 へ耶紅とし㍗一1、体長・㌻・㌣チの一軸ら・試桃

 魚肉(きぼぺあ七、いわし)米飯二薩摩い竜、しやがいも、

 酬・ね艘・筆者Φ昼套を口中でそトやく、し千与えると
 群加り完全に摂餌する。飽にパゾ屠山女力、野菜屠等も良.

 く掘食するので、寧ろ氷守の豚と云おれるこいよりも食

 性範囲祁広㎞.確かκ薙禽箪でおる。・叉幾島かとん食で事あ
 る。ω工う在ことから、台所の慶一きレ、添流れ込むよ舳
 池でも諸構飼育笛来ると思う。

 8黎餌②陽刻'
 道湿できえあれ臥日中でも夜間'(但し照・明下).でも擬

 餌.す和雅著の通念(曇急上の)で工・馳・ユ・卵投

噌坤繊熱隻鯵繍1産卵細



 の鮎・・(2刈自)は餌な一ど見・向きも1し走いヒタム・キ吹拠が

 二㌦.畏便.、玄一一...1.∴、・
 大坪・湖沼や池で殆ん幽放駒養魚法で.・・ケ月で工・告

 昆0センチ肥成長するようで、机上の水槽飼.育の成長度砿岡

 窺健もならないので省略する。但し共同試験で実施・し淀指宿一.

 積物.試、鏡蕩における泉・熱利滑油(縦9oセ.yチ、・穣召60セソチ

 チ渓さ60セyチ、水深4◎ゼyチ)'での越冬飼育魚の成一髪.

 度1守記のと帥である・本郷月.リ冒蝉峠・冬.即一
 側繍果砿・放養'苧時(咋年・月工一・・自一フキ'・㍗.私もの
 が二脇洲・・1畔緊1レa嚇秘・工・工・二もセ・チぞ・洲・倦.一
 ♀が平均9ム5一七y.ヂ.そ6.5借、♂沁蓑大物念のがユ{るセ

 ・チー(参考浦・凱・グ女ム)で一・帯寸㍗扱几・れyチ(参
 考,体重品8グラム)一七74'倍となつて釦ψ、寅頭あ成長度に二・
 .比較すれば大体.肯定される数値を示しせ〆る。♀の成長が遠

 いのは・稚魚油宇都帥エH.㍗ユ・・エ昌碑.敏総喰する子
 牛に塞因†る。ζ⑳ζキから判断して、食南魚として飼育歩
 る場合は♀亭尉・酎・る干と憾ましく患わ坤い.
 ポ習隆と・予⑫一他1
 非馳靴蝉で1室嫡脊の鰍・出入。を齢壁紬・,
 静かな傷所を鮒午いと・卸1ずる叩健隼奔レて・・盤曇と
 うを.即し哀れ昇天した船ある。このこと身・ら'ζあ魚お
 飼紅当?ては決して威さ住い.こと鮎る・。
 な掬光線に一も敏感で操護色およう担体色があせたb;濃舎

 くな.つ一たり・する=b..

 叉このよ派神繧・融和鯛の鰍良ぐ勢畢えてい・て、・急
 いで蝿集してくる。

 ◎次.に触亭る山一隻精一庫化の状態観・察を配れ
 産卵が近付くと二・慮著しい撃紺色の鰯1・ん雛星し“
 叩叩免舛願甑奉狐卒糺・.猛殆舳鴬納をう黒色
 と軸ない∴干灘雫芸申剛脳一易.叩紅一予州噂艇

 一事工・



 ・飢・粟粒柚プトデイ子グッチ寺・プ(箪甲凱叩亭)
 が鮎て来季…のの'臥少争太隻長く千丸そがあ肌繭の
 枇突肌・・.の有は傍ぐ後方今尖㍗歯そ～{干・
 この観察は、第2回目紬産卵、昨年の6月毫6目のもので

 ㌫練続ご幾繋ニニ幾二ζ二業
 細でも丹邸'砂れきを口.で喰えて穴のト掘し肘ので宇
 るぺ・・一.'永漕の底が見辛'る調鉢響の琴卵鰍作予・
 処が一スペースのない・のずるい舳一堀りたばか?あ・一スイ
 }トーホ.ムを占領しようとして、近よっては猛烈た反撃を良

 らし・、岩蔭や水槽む隅に邊1過するかと恩.えほ、叉怪凝りもた
 く.襲曇し、互に円型にぐるぐる示・威一し乍・らしりぴれで牽制す
 一る.細克斗正面から納峨みあっているオ1念局知的
 の縄張りを確錬する'よう{、その行動範・爵姐水槽'杯に一暴犯

 廼る処ふ戸巣を坪し伽セ、ソチ四方戸細㍗で予
 る。

 さて夫・縄張bも紀久・・醐雫ヵ粋も紅ると・今即
 ♀へあ求愛が始まる。錘に連一尾し;・峯のよへ誘導す弘。=一産気'
 付舳♀碓の中心碑埠し坤くて不醐なエミ.リ革の卵
 をS6粒宛々産む・大体4-O.・.O律位産み終えるとザ♂.添I・
 直叩・と率代し手加卵を岬る・干れは触・螂盧
 批千観察不坤で残師岬霜して峠乳白色帥融を・
 い・幸I眺桔液でもる.も叫・?が免に角受雫き舳一とI思.うと
 ・一昨立体となり間髪をへれず口の咋全I蔀伸㍍まう・
 知.ら.ない木ほ綾な魚鮒、齢だ舵もう金ぺてい島とし
 岬・幸・孜いたろ・う・.戸の行為去何回か繰逮して・ζの小琴も
 塞套走率方棒(体長6・81セyチ)砿、産卵前と産卵後とでほ
 金く1ゴ・の形が一変して、え=ら蓋が下方に膨ら・み、・丁寒人間様・・

 の.御多鯛のべうだ・鯛の御婦人が泰警牛'して.レ・子よう.だ・
 もう決して李だと見向きも.し舳・静峠環叙...水槽の†部
 ①掲か、岩蔭、いつも目を壷婆苧んのよう年もぐもぐさせ

 て・榊卵呼亨.繊水卿して{柵鵬
 、・52`



 全前垂ゼ大体紅す自一㌻iユー圓一(卒渥柵ふ車、
 聞で属中印魚が吐舳される易いの姓育ポ肘、と二紬

 練が付いてレ㍗呼1午勇り・苧意す呼
 こ丙♀は絶食φ故で腹法ペチャソヨで反対に口はま寺まナ

 大映なってく伽ζの頃・・三目そ辛作し牟帥余呼加.
 坪え・.宇蓋の鯛からのそ^る1・目～ト・脳も・走る一ピ
 今延も鮎叩毛?な園の坤亭で・.走面柚呼吸の即ぞ.
 くと・'㍗牢叙穣魚がい岬㍗戸1干干舛卒叶・'
 ている。

 当繰唯今一雄肌たが、ユ・・目柚^目圓帥、・..

 4回で・バヅニく・干坤吐き竿亨・ξ⑳率㌃、1呼平の水..
 揮逼移1しておく。

 穫魚嫡を中心と,青る離工と一七ーシチの禽馳一蟷率し、決
 して親の側を離れたレ・。親が何かに驚くと子鋲ほ∫全部親.の自“

 一昨駿込.ま・知る二ように卿1れセしまう・.ζの・頃こ1干イ
 †プ㍗抑ユ㍗Iプ.を†ると=苧もせづぜど碑㍗が・
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 ・金二く駅まし岬かりの拝牲鐘て察と識思え伝い年Iだ・
 マしで・凡そ今・・叩一も舛と・僕も坤メ・丑㍗月一口、
 れ保護するζ一と・一も路来なレ㌔.霜も?決紅汰茸ぜ付,
 行ない。この貿、親点差穣・魚は劫興蓉した方暴鐸難であ.
 る。.実センチ以下の穫魚は.親叙健い芦.化る由毛'れがある.
 吏献で楓・との魚卜美一掃怪と妙てある.べ近頃㍗.

 りの、ヨロメキが見一受ばら'机、,.券・。鎗Iとし一たのは∵今迄②こ.か、・

 ・が・2刎産卵床を腐.持ちで・産坪ト・は央・の持・弩で
 奉仕していたこと干亭る・・苧妙と・アナタI^州φ.よラ・
 液寄現象も起き一=cくる'らしい。

 産身1も水温寺一蝉Φ関係・琴境の鯛で違うと恵うが.命、
 年・月ユエ目・.㌣・尾舳し.乍♀.弘い目き蝸即・旱
 延姻目の産卵をし一中月・峠・鵬尾の稚魚垂放肌で、

一55.



 土曳州角洲弓印鯛叩卵を麗始し・も肌工目一
 睡帆40藪尾を放出し胤・言
 合く多産系、一こう次々狂、鮒㌣闘もない∴鱒式に・そ
 れも骸案に口中でム化して蝪でく・る.繁殖カのたくましい魚.

 一は見をことが力:し、.

 ζρξとがこの魚の最も特色邸ある処で・道地と適期を違

 へ驚貨ニニ1簑鶯幾容二蟻嘉鎧
 レ三位、組傲駒拳魚湊で結構大きくなる魚である。淡水は勿論
 汽水〔・・%(成長、業殖〉㍉◎%(繁鵜不鮭)・の塩水〕
 紀も棲息するらしレ・.ヒだ冷水温に勢いから、温泉地で越冬

 さ.せ.水温2Io℃以上に鼻違した5.6月の頃,播田(稲の
 植付5週国後)や徒め池、養魚油、(汽水池も含む)その他⑳

 水画に放流して食用魚の大きさに飼育する方法が適当であろ

 う○

 養殖②方法服施肥(化学魍箒は不可)でも給餌でも良く牽

 ぺるから、εいと同じようた方湊で飼育醐来る.'

 当場でも今年ζそ、食用の大きさに曹てたい。とカむ所以

 嫡金舶,講一人まだ一綱帆とかなレ・か・ら.である・.
 、う・ま,宇舳とし帥・商品価艀・.何舳一舳・ζ舳もの
 ・.,・となる珍も知れたヒ・・慮昆の嗜好障マ茅チ守る味であ
 って欲しい9葎むチイラビア・夢

.牢',記
 、イ。.章蕩、♀移盾窪路・、
 一。昭和22年、ジゾガ素・'レ』=o、アメ"カ.軍属葉が、パ

 グヅ・に入れて、.台湾胆一8・島診殖し、昭和一弓8一年琉球軍政
 ・府夕、布rド水産課長坪..筑濠、・富古島健移レ、続・いて郵
 。二頭市に移・殖・さ牛牟ものが.昭和58年5月大局部激・遠会
 .長p夫野氏牢より㌧.名源に移され、当・地で・繁殖レた体長・一
 .忌5セソテの穣魚5尾が当拐へI移職さ一れたIo.

`34.



 ロ.当場関係飼育数
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 東支那海サバ漁況(3月分)

 糠.桑・二部・一

 ・蜜蝸港≒脇ふ船工.。二,総締長、義。、二。よ1。:と'
 一州鯛よ以瞥馳舳て25隻氷琶〆数細工手41I.生・
 〆≒増加してへる～一考・竿
 漁場の重棚上旬54・…い・一・書・バ・ワの各漁区.
 であったがトロに移動し中旬に噌て・は・一1度Hタ・
 ユ28度中・自の525.,535に築中一撃垂、月末になりS}.
 SWに移動し546・・555に再開されてレ・る=.一

 漏況は上旬・淀二2局に引.続きI余り振敏ず中岳'にお一レ{てやム活況
 ・・を呈↓危が下旬識叉不漁となった.毛の原因となるものの決
 ・定酌な要因・紅一今の所判ら壬いが、漁況調査の≠」ダ_をより
 考察す牝ば月令・め一関係、'水色6悪化液'とが犬・きく浮ホI奏がり

 て来る・旧暦のユ島～工?一月1は一般'胆不灘め頼向が強い、之
 涼浮上後の魚群の移動が泄げしく、餌付が不機と走り、水色一

 .一目5・



 の悪仰魚群の浮上を鮒く二鰭し砂旨。'・・
 魚群の務泳水深(魚探での反応水.深)粋ユ～2月幸りやム上

 昇し中.馳.・刈n甑都見ら城アジ、.ヒラサバ混り
 瞭苧それより少し深い娘反応芦認め仙る・
 ・漏.翠よ9潔揚の移動一を見れば,上旬、中旬は中国大慶寄り
 に張困す・'黒潮分流の勢力と帝水勢力の停滞と梱まって亙、

 酉画に移動するものと思あれ“一時.清沢を呈してレ・たが、表
 色ω悪化著しく毒・ぴ蘭下している。

 水漏牡.÷90}220Φ範囲であり'航海平均漁獲高は上鉦
 は&000㌻全000〈中旬は700σ}五α◎00〆}

 下旬操業蛤温4丁7という成銭であ?た・.
 今後.漆場は例年の記録からして4月、中旬より再ぴN～醸1'

 囲に蛇上寸るので帆な.いかと考察き牝る。

3月 慶児島港入港船氷湯量
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一般漁況

 3河中一に葎業し尾入港舶数・は/5/実0妻`に達し一尾ズ者0
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漁況調査表
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 質問欄(その1)

 間二」現在操業をしてホラを獲りますが秋1ζた?て二からホラ

 漁獲僅差支がある銚でしようふ、春ボラを.取らない場
 合は如何。

 答外洋から門構へ叉門湾から外洋へと移動の違い焦族で

 春甜ラの一定漁1揚附近あ漁獲量に麓し一株ボラとの漁獲

 一量差違又春ボラ・を.鐙らない場合でも一寸明確な御客触

 出来ませんがそう影1轡値狂いので砿ない海とも恩値れ
 二.、婁.す・

間忽..

答

 拭ラ・禁漁1Φ方・湊紅ないものでし・工うか、魚油或は半糧…

 など使用足集める方法等もあるかと伺っています.

 ・魚油を使用集魚し漁獲する織.法は聞か.ないが麦穣を使

 し金網籠の漁法文楓錨用の雛で相.豊漁獲なきれ七レ・る一

 ⑳で之を撤餌たしての集魚は.可能と考、られます。尚

 魚楯使用試漁もして見ること肱画自し・自覚利馬織法だ
 と思います.

 魚油の販雫。牟I・
 島根・黒松一法市本庄.町

中海.翰.築麗同艦合本圧支圧梅木千代松

 イカナ・ゴ油5升ユ繕・&2.00松江駅渡価格

 向■升ユ劔a◎O.0"

 油イカ易〆人一ユ鍛忽600"

 同一4〆入ユ鍛5000"

 間&ボラの飛び方で大群小群仮分かるそうですが此⑳見分

方

 答高飛をしつムー定方向に移動する様な時は群小注く、、

 特に工。月頃低目健顧騒してほk一定ク所'を跳麺る無一・・
 を見る.時は大群とみても良いと思い窪す。

一印一



 馳子持ボラも幼ボ㍗如一く高く碑ぶでしょう外一・
 答'∵九月下旬鱗誼後よゆユα月下旬榊子持ヂgはそう
 靖くは鰍㌣竿書が・癌ぐ輯跳(腹部を夕・タク様
 に)するのは良^く見{られます。

 間5.,.其胞ボラの一性質牛?いて'∴

 答㍗ぶ二奮㌫鶯簑茎幾雪慧
 に及び広く分布す.'…

 本.程は鈍錯たるさつ河魚ではなかが、汰けん氷.

 一球に且つそ棲息する.・

 産卵期一間肱秋かち冬Iの穣で此の季I節に穐深所へ・稼動

 す。稚魚浦春期3.、O枷}6ρ鰍芝なり河川瀞温

 の半けん水域にさく上す萩10月頃に忙950・

 山内外と一な6癌犯下る.・・二'

 隼撞1神一端上・佃膏穣竿・プラーソ多1へ動檀物
 の腐敗物、其他一.けIい、緑一、∴藍藻等を混食する.

 .養殖汰氷或は半げん水に良く成瞥し爾も成長がギい
 ため寒稚魚宥掩獲工、で海峯近1・ぐ1の養魚滝に倣養
 して養成されるb

 一卵細繊手塩鉄一繭飢力.ラスミを製る・

・38・.



 質問欄(その2)
 蓼蜂町雫場.一、二.即義雄.・

 れため滋にコイと和そ一のエサとして田二・ツ、.・〃ミ貝
 の養殖をやったら叩でし一ようへそ⑳遼否幸郎つ
 いて.御用示下さい..

 答・。迄め帆ヲゴ餌と・し・て田I圭y・'ylシミ貝を養殖する事
 は差支えあり童・也ん.・一むしろため池は釦料萌延不足勝
 ・と狂・り事寸ので…田1主ジwミ等年大岬麺やすぺ
 きでし・よ㌔増師方法脱葛池黙準に鯛して一
 定飽早鮒準コイ埠伸ぬよラ妾不詳咋割して撃麓
 を傑謹する・辛一よいでしよ・う。

間忽

各

 町内地先沿岸の漁場図・資源分布図華綿紀柘凱た
 いと思いますが、・調査部で笑旛しては下さい'ませ和か

 出来なけ.れば.技術者の派・遼・々、謂=重品具の.貸付を嘉整

 します・雛・の細密邪法・蝉雫器早(単価)、苧鴛
 ま.で苧御'教李下意い・,

 。沿票率秦靴とつて鈍先細鶴掌F呼坤紬匹
 載し・漁鮎釦・穣源をな二都のであづま。一してこる婁態
 を把握す雫ζ、と骨寛永童振琴の基本にたります。1こもか
 かわらずその究雛州・㍗、全国脈みて極めて不
 充分であります。董町芯おいて漁場繕蜜図搾成の計画

 の歯ること砿よろζばしいことであり、本県飽先搬築

 擦繋対策免')…指針を与えるものとして費国するもの

 でありますが、1繕密調査と注りますと椙当の経費と労

 力、.時間を必要とレ室す。例えば潅豊漁場図作成にり
 いて申しますと、s平方虹の精密漏場図を作成するの

 紅標準としては謂養貴3名、労務員4名、調査騒乗組
 員暑名で約ユ。ヨ億壷必要とし裏す。それ妃蜜源分布

 図とたづまずと更に福恋の軽蕾が必要と渡り髪す。
 山39・・一



 ・党づ揮底醜俸成され叶、で寓二郎として芦鮒宿
 図柞成1己着手さ紅るよう許薗きれ兜らとI思レ・ます.詞

 壷部…こ鯛図惟卵按紬1ようせすカ・I現金調査部鯛
 期窪ではスグジ条ルが幽でありまして早急に帥
 期雫.帥k・かねるようです・.撃会を屍て実施したいと
 ・思し・幸ナ.壷譲の貸付、技術者の恥遺によって手車く
 調呼付叫御師も為る真う舳…鵬図作

 。.、畔坤岬・ラに調査に綜合畦・干綿密違襟雫を苧要
 としますので御了承下さい..

 漁場調査に必要な最低鰹覧の機器は

 工小琴魚群探知機(÷50.Oり..
 {'乏、1ヲ㍗平ト・基(蝸千αb…円・)
 一㍑採醐一一(五一・g.・g)
 ぺ手.動測深擦(尋α・?・)
 ξいうζとに・な1軍章す。

関城

.答

 本年度ふΦり、て々ぐさ、とさかψり.まくり.の価額

 の見通しについて御調養・揮撃李下さい.・・
 本年度産溝繍の価格?・昇靴蝉だ不明であります
 蹄如鵬かち柵印犬体昨年平か或倣李・昨年
 肺下廼るのでは率ト・かと芦思舳ます・.消息鮒は
 犬竿叩よう牢見当のよう乍す・
 てんぐさ貰当ツOO}]'O00円

 一㌧σ)り55.O}650

 藩人車gbO・'.二L睾00
 とさか不.駒

二40.



奄美短信
 ◎全為新緑に蔽われる季節ζなった.手泰山も海繰垂へ'たてた
 加許呂麻(カクロマ)鳥卸絵で塗るつぶしたキう硝色、
 帯緑色と昌のきめるような眺めである.気甑ユー・月の.
 ・・℃台叶ξ月の・・℃合・・買上旬で屠叱台でく
 んぐん上昇する..ζの短期敵白無紋一詰娼細目覚め、
 一歯よく新目をのばしてφく.自然の息吹、軸偉大さが実.
 感となり七追ってくる近頃である;一
 ◎待望の実験室(工一9・5坪)、二養魚津1(55津)、それにマ
 ペヘエ採笛・飼膚タンク(a25坪)が完成む、3月目ユ圓
 検査を終え引渡さ帆・'翌日軸実弾具?薮入塾臥
 標本の陳列と'.段落・ついたが、'麦新しいペゾキ臭と、一明る
 い室内にとまどいを覚えるd・本年度念加工場、義具倉庫
 の建設が甲走し・今そ?設計を妙㍗るが1,分揚の施譲
 も年々充実さ払迂ゆくζと倣よろこほしい。

 ◎昨年と全く同じ.4月ユ0目にカッIオが弼水揚げされ、いよ

 レ・半加工場の忙しい一緒坤訪れた・.納法丸嚇鞭も
 サンゴ漁場調壷に活躍が靭春さ和、ヒあところ活気に満ち
 た毎日である・o

 ◎去る4月一6・目・'町商工会士倦とま乞町内職蕩対抗車球大会に
 出湯した・A.・孕級に分けられ、吾がチとムはA綴の7チ
 ーム中㍗奮斗し惜しくも実業団テーム延壷勝を譲って第2
 位と汰った.

 ◎さて、奄美あ^ブ講義なか注かの好評とか、ζ6とら泣き
 ・笑いとレ・った態である。要望に応えてハブ嚢りといこう。

 .話はさかの榛るが昨年ユ■月・午試公舎と杜つ淀附近は一
 一般肥^プのウワナの高いところ.引越早々近所に聞き込
 み菅す牝は「出ませんよ」と強く否窒してくれる入漁講も

 い肢レ㍉「そん注に心配する.穫でもあり薫せんよ」と表わ
 れる⑳を半ば覇待していたのだが,開く人毎に一rあそこで

 はハブに用心したさい」と返答されるのが鴬てあつ紅。
 “4工'



 ◎^プの冬鰍寒害吋って章めト三度目の雷で舳路して
 奉るという。婁紅春雷が続津いよい岬欝鰭到染と決
 意牢するも帆・r・愛さか」邸う心理が歯い千切実さが
 虹診った。一一とζろ{がである.。ζの短信〆切りの静夜4一月
 9台2ユ時をξ分、石神技師宅.玄.関.揃・に逐一律、路現.し把6..
 最も人通りのすると.t6・でJ懐中電灯健.照ら1さ紬ても逃げ・、

 ようともしない。直ち胆頭部をメツータ打ち拒盤殺し.た、.,

 ◎全長毫尺足ら・チの子ハブでありたが、裏も毒の強いキyハ
 ブで、黄金の絡模様は夜目にも美しかりたb)'ブは卵生

 で一尾が5～8個の卵をかえすとレ、う`・昨秋南たり生れた

 ものらしいとヒろから、'そん淀紀遠拙性すま一レ・.。二
 すると近<に兄弟が居・るものと推測さ乳る5これに揃えて

 轟で'も・)・プ清報の少{4菊皐々桓出湯となつ吃侭もう絶対

 '繊命と盛を高めて!、、る二I用心さ宅す丸ば滅多にか集れるζ

 kドないという一カi、そ1.の.用1しにノイローゼと・なるので泄な

 い必島今から恵案投首理有一様で一あるガニ

 電億1ζの辺で6-1

 (4一者・ユ4目・尋二,1S妻已)'
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各部日記

 養殖部,・メモ.二・㍗一.。
 4愚垂ヨ}ユ。目・～.

 循藻装置扶源工事・プラyクートy査宰・事業報告芦豪稿校正・
 いせ年ひ蓄養革傭・試験ひび琴上げ・
 奉月エユヨ.

 事かや事業誹璽の検討、陛下御巡行の展示昂打合せ、琴務鑑
.査調書作成

 4月ユ生コヤ斗g目

 .いせえび解臥・岩面騒破繊之津磁弘一標本び、ん鐘乳
 鹿大水産学細中教授ワカイ試験の森邸事場ミ群島ワ舟メ
 調査{北山、竹元、プノ』増璋鵜導∴坊之津、・水山

調査部日記

3月下旬高須小型定置漁場調査

 4月5ヨ}五2日上田部貫、大島分場見学

 4月ユ5邑調査部錫議会55年度予算の具体的執

 行静岡にりし・て盤討

 ユ月ユ3ヨ鹿児島市交通局宣伝曝曇薬響j.水族館準携虹り

 いて打合せI.、

 壬弓ユ9目.別拝部長・内之蒲綜合頚.奪1こ出張セ亀目連

漁察

 ↓蜀品日

 垂弓5ヨ

当月甲日

 打合せ一.
 桑月ユ7日

 部目・誌一'.弁

 もどり丸機窮修理及分解掃除

 照繭丸驚ユ次.もくろ漁譲帯襲の勉め紐.藩
 漁業部長かっ蜷鱗料蕾一義試験構ついて氷室謀藁と

 ちどり丸めち・か糧譲試験のため眠港

 山吐3・



 製造部便り
 岬目刈・三瀬繊.あ性饅試・壕
 胡。ト胡蝸・白石嬉犬島分曇へ出張
 .峨a～胡鯛'藤.由一編一州1・枕崎へ出張
 (生・私卵軍牡二.郷物の利用ωき)苗.

,舶来訪去留鰯妙杜貝
 さばのフイッソユソ〃ブル製造こ舳て

 沸叶岬岬・うし.率ケセーヅ雛一
4目工68来訪富崎県島精薄臨.見学団

来訪繭星工作南境杜貢

 4弓挑8・さ岐塩干砂糖饒堕.止載積騎始
 4目28目「うしお煮j製遺詠蔑

 分・.場一目。率
 8月工O,鼻、久根簿養殖湯、イカダ替え.

 十斗4目'加工場釜補修、1火入札

 2導團沖永享部島沿岸資源親養・∫豊田水技禰)弘目迄

 ・咋,・魔紬海上擦蜜部藤井水路郡牽来訪・
 (去たがみで観測途汝1).

 純目・ポらく、うに生育爾奮・(於蘇州)一製連養.殖係

 ・i臥岬瞬雛(諸鐘ト鰍二.製造係一一
 琴ぺ生殖巣謂養}養殖榛・.,

 紬鰍.章二㍗㍗㍗
 強査撃し舳

明工目案験室移転機.紡小原綱来場
 ・β画技.師加工場維の為枕崎・山州へ出張三ユ'瑚
 8日かつ施節委託加工開始

 ・圓一.。げ9、.ふもめ丸人港.蝸丁雫・鯛丸寄港
 7圓工3-00吉仁墨嵩受生徒ワ名教官ユ名幸乗船さ

 せてし照南丸、南方マグロ漁薬へ出航

 9目かもめ丸鴇ユ次瀬魚漁業試率の為箇航
・44・



編集後記

 △目ソ変渉一国漂海津法会識、中国難薬等々一、一昼とし

 て新聞紙上を飾らざることなしのこの目頂、秋津島根

 防潜網仁包囲さ満し感.

 △本場に来訪される市町伺、I漁臨麟貢の方I々紅地先・水面一''

 の漁場調査、資源謂釜から基本的な資料仁よ=つて郷土

 の水蜜集を振鎮しようとす為動きが顕著である.勿論

 今まであり麗ちな輔助金牲幾ら?という遼I勧'薬を期待'

 するもので赴い仁とを附暮しておIく三

 △大島分場愛ポ中のハブ公談義、石綿技師恒藪闘の意初

 捧ぐと共に今后ハブ公ボク殺惰専念され竜い。

 △28号秦で本'誌炬臨力1頭りた策嬢六号かぎりで遅職、

 禦荘した岩元ポ～(工8オ).うら着き鵠般の乙女の

 香あり。

 △うしおの表紙衣竃乏、場髪に顧った新感覚派1蚕雷沈')

 つもりであるが一如何?

(編集部)


